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研究論文

中学生の自尊感情と被受容感のバランス状態からみた

友人関係場面における怒り表現の検討

野瀬 めぐみ1),前田 友美2),五十嵐 哲也3)

【要旨】中学生における友人関係場面における怒り表現について,自尊感情と被受容感のバランスの観点

から検討した。その結果,怒りを抑制する傾向は,自尊感情と被受容感をともに中程度有している者が強

く示していた。一方,怒りを適切にコントロールする傾向は,自尊感情の高低には左右されず,被受容感

が高い者が強く示していた。怒りを他者に向ける傾向は,自尊感情および被受容感の双方ともに関連性が

認められなかった。これらより,怒りをコントロールする能力の育成には,被受容感の役割が大きいこと

が示唆された。
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I。問題と目的

中学生にとって,友人関係のトラブル対処は

大きな課題である。平成20年度の文部科学省

「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関

する調査」では,暴力行為の発生件数が小・

中・高等学校のすべての学校種で過去最高の件

数に上ることが公表された。内訳を見ると,特

に中学校で発生件数が極めて高く,中でも生徒

間暴力の多さが際立っている。

生徒間暴力がなぜ多発するのであろうか。そ

もそも,怒りは親しい人間関係の中で頻繁に起

こる感情で,普段愛着や好意を持っている人物

が怒りの対象になることが少なくないと言われ

ている1)。中でも友人関係は,教師や親とは異な

り,利害関係も上下関係もない人間関係であり,

本来的には安心して自分を出すことができる関

係であると指摘されている1)。このような関係性

の中で生徒間暴力が多発する背景には,友人場

面での怒り表現が適切に実行できないという問

題があると考えられる。つまり,怒りをコント

ロールできず,暴力という形でしかそれを表現

できないという可能性がある。これは,キレる

と言われる現象に象徴されており,「心理的。器

質的要因に基づいて生じる,比較的強い否定的

な感情の喚起・表出を伴う攻撃行動」2)や「突

発性攻撃行動および衝動」3)のように少年非行

に見られる突発的な暴力行為等の攻撃行動とし

て定義されている。

このような暴力行為による怒りの表出行動も

ある一方で,怒りの感情を抑圧し過ぎて,自分

のネガティブ感情を表出しない傾向も見られる。

崔・新#4)によれば,ネガティブ感情表出の制

御を多く行う人は,低い自尊感情,高い抑うつ

傾向,低い友人関係の満足感をもっていること

が示唆されている。

以上のように,中学生の怒り表現に関しては,

表現方法の適切さや表現しすぎてしまうという

問題,さらに表現できずに精神的健康度を低め

てしまうという問題など,多くの困難な事態が

見受けられる。こうした中学生の怒り表現につ

いて,反中5)は,怒りの表出だけではなく不満

型に認められる怒りの抑圧も考慮する必要があ

り,また,子どもたちが怒り喚起状況において

自分を落ち着かせることが可能かという怒りの

コントロールについても捉える必要があると述

べている。反中5)の指摘のように,包括的な視

点から中学生の怒りに関する現状を捉えなおす

視点が必要とされている。

ところで,怒りや攻撃性に関しては,自尊感

情との関連が従来から指摘されている。たとえ

ば,杉浦・田中・山田6)は,自尊感情の低い状

態や孤独感を感じている状態は,攻撃行動生起

のレディネスが既に出来上がっている状態にあ

るともいえ,些細な刺激であっても攻撃を誘起

しやすいと言及している。また,先に述べたよ
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うに,怒りの抑圧に関しては崔・新井4)が実証

している。一般に,自尊感情は高い方が良好な

適応であり,人間関係の適応も良好だと言われ,

適切な怒り表現に結びつくと考えられる。しか

し,一方で,高い自尊感情をもつ者の中に攻撃

的な特徴をもつ者がいるという見解がある。た

とえば本間7)は,いじめ加害を自己報告した者

は自尊感情が高いことを報告し,楡木8)は,反

社会的な憧れをもつ中学生の自尊感情が高いこ

とを指摘している。以上を踏まえると,高い自

尊感情と適応は直線的に結びつくものではなく,

不適応的な特徴をもつ者も混在していると考え

られ,実際には自尊感情と適応との関連はいま

だ不明確な点が残されている。

そもそも自尊感情とは, self-esteemの訳語とし

て使用されている。 Rosenberg 9)は「自己に対し

て肯定的,あるいは否定的な態度」を自尊感情

とし,彼が作成した自尊感情尺度の合計得点を

自尊感情の高さとみなした。こうしたRosenberg

の見解について,遠藤・井上・蘭1o)は,自分を

「とてもよい」とし「very good」と考えるものと,

自分を「これでよい」とし「good enough」と考

えるものの2点の意味が内包されていると指摘

している。また,遠藤11)によれば,自尊感情と

は自分だけを考えてその価値を見出すものであ

り,他者や社会とのかかわりにおいて見出され

る価値の感覚は含んでいないものとなる。この

指摘を受けて鈴木・小川12)は,「自分自身を自分

の感覚。基準に根ざした上で肯定的に感じられ

ている感情」を自尊感情と定義している。

したがって,自尊感情と適応。不適応との関連

は,自尊感情と他者からの受容感との折り合い

がついているかどうか,という見地から理論的

に検討することができると考えられる。つまり,

高い自尊感情は「自分の基準で自分だけを尊重

すること」につながる可能性があり,その偏重

が不適応的行動に結びつきやすいと推測される。

そのため,自分の基準で自らを大切に思うだけ

ではなく,他者からも自分を大切に思われてい

ると感じているか否かという点も重要であり,

この2つの点のバランスがよい状態が最も適応

的なのではないか,と考えられる。

他者からの受容は,これまでの研究において,

被受容感という概念によって検討されてきた。

被受容感とは,思春期の適応理解に重要で他者

の中にあっての純粋な安心感に近いような概念13) 14)

であり,人間関係での全般的な適応感を指すも

のである。鈴木。小川12)は,特定の他者に限定

せず「広く,人および社会から受け入れられて

いる」感覚として定義づけている。その上で,

鈴木・小川12)は,被受容感と自尊感情からみた

ストレス反応・本来感との関連を検討し,同じ

水準の自尊感情でも被受容感の水準の違いをみ

ることによって,異なる適応上の特徴をもつこ

とを示唆した。また鈴木・小川15)は,被受容感

と自尊感情による思春期の適応理解の検討を社

会的スキルとの関連から行い,被受容感を得て

いる者は自尊感情に関係なく,適切な社会的ス

キルが身についていると認識しており,被受容

感を十分に感じていない者は自尊感情に関係な

く,社会的スキルが不適切だと認識しているこ

とが示された。

このように,中学生にとって自尊感情と被受

容感とのバランスは適応上きわめて重要である

と推測される。したがって,怒り表現という側

面に関しても,自尊感情のみならず,被受容感

との関連をも含めた観点から検討をし直す必要

があろう。しかし,これまで,自尊感情と攻撃

性との関連は多く研究されてきたが,被受容感

を組み合わせた研究は見当たらない。そこで本

研究では,自尊感情と被受容感とのバランスが,

中学生の友人場面における様々な怒りの表現に

どのような影響を与えているのか検討すること

を目的とする。このことは,感情をコントロー

ルできない中学生の増加が指摘される昨今,学

校現場における支援を検討する上で意義ある知

見が得られると考える。特に,怒り表現の不適

切さのタイプによって,自尊感情を高めるのが

よいのか,被受容感を高めればよいのか,ある

いは両者を高めればよいのかなど,その違いを

踏まえた具体的な支援方策の提示が可能になる

と考えられる。

Ⅱ.方法

1。調査対象

A県内の公立中学校1~3年生, 541名(男子

280名,女子261名)を調査対象とした。回答数

は518名であったが,分析では無回答の項目があ

るものを全て除外した結果,有効回答492名,有

効回答率は95.0%であった。なお,有効回答の学

年・性別の内訳は,1年生165名(男子86名,女

子79名),2年生156名(男子84名,女子72名),

3年生170名(男子83名,女子87名)であり,合

計492名(男子253名,女子238名,不明1名)で

あった。

2。調査内容

フェイスシートで学年,性別を尋ねた後,以

下の項目を尋ねた。
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Figurei 自尊心と被受容感の得点分布

Table 2 自尊感情と被受容感の高低による群分けと怒り表現との関連

Hh HI Mm Lh L1

(n=171) (n=48) (n=81) (n=93) (n=99) F値

Mean (SD) Mean (SD) Mean(SD) Mean(SD) Mean (SD)

怒りの内向性 2.40 (.68) 2.34 (.77) 2.65 (.67) 2.51 (.63) 2.32 (.83) 3.07* Mm>LI

怒りのコントロール 2.61 (.53) 2.48 (.62) 2.62 (.53) 2.62 (.54) 2.26 (.75) 7.34***Hh・Mm・Lh>LI

怒りの外向性 2.50 (.65) 2.66 (.60) 2.51 (.72) 2.59 (.69) 2.46 (.76) .92

p V .＼JD p ^ .Ul

高いことが示された。一方,怒りのコントロー

ルではMm群,Lh群,Hh群の方がL1群より高いこ

とが示された。

Ⅳ。考察

1.性差について

自尊感情については,先行研究17) 18)の多くに

おいて,女子より男子の方が高いことが報告さ

れており,本研究の結果と一致した。宮沢19)は,

女子中学生の自己受容性の一般的な特徴として,

自分の性格や容姿などのネガティブな面にはよ

く目を向け理解しているが,ポジティブな面を

十分には理解しておらず,自己への不満は次第

に強くなると報告している。このことより,女

子の方が自己に対してネガティブになりやすく,

自尊感情が低くなると考えられる。

被受容感に関しては,性差は見られなかった。

被受容感は「他者から受容されている感覚」で

あるが,その対極にあるのは「自分がひとりで

あるという感覚」をさす孤独感2o)が考えられる。

孤独感に関する先行研究21)では,中学生におい

て性差が見られないとされる。このことは,本

研究の結果と一致するのではないかと示唆され

る。この点については,今後,被受容感の獲得

プロセスや発達差についても明らかにし,より

詳細な検討を行う必要があるだろう。

怒り表現の性差に関しては,男子より女子の

方が怒りの内向性が高いという結果が得られ,

先行研究5)と一致した。塚本・演ぽ2)は,女子

は特定の集団を形成し,その集団で行動を共に

すること,また中学生女子の友人関係は特に緊

密性が強く,閉鎖的であるので,一度でも仲間

のグループから外れた場合,そのグループに戻

ることが難しくなることを指摘している。その

ためグループから拒否されることに過度の不安

を抱き,自分の感情を出し切れずにいる場合も

あるだろう。反中5)が,女子は友人関係維持の
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ために怒りを過度に抑圧していると指摘してい

るように,女子中学生は友人関係を重視してお

り,人間関係に気を遣い,友人に対する怒りの

感情を抑制してしまうため,怒りの内向性が高

いと考えられる。

また,男子より女子の方が怒りのコントロー

ルが高い傾向にあった。怒りをコントロールす

るということは,対人関係においてたとえ怒り

を感じることがあったとしても,対人関係維持

のためにその表出を抑制し,適切な形で伝えよ

うとする形態である。これは,社会的スキルに

類似した概念であるとも考えられ,社会的スキル

は一般に女子の方が高いことが知られている23)。

このことを踏まえると,本研究の結果は先行研

究に一致していると言える。なお,大竹。島

井。嶋田・山崎。狩野24)は,攻撃性低減の一つ

の手段として,社会的スキルに焦点を当てるこ

との有効性を報告している。このことから,社

会的スキルを増大させることは怒りを適切にコ

ントロールすることに結びつき,攻撃性が低下

するとも示唆される。

一方,怒りの外向性に性差は見られなかった。

東25)は性差についてのメタ分析について概観し

た中で,一般的には男性の方が攻撃的であるも

のの,その差は時代とともに減少する傾向が見

られたという。現代は,服飾などの外見的特徴26)

のみならず,性役割意識27)といった心理的側面,

さらには痩身願望に基づく摂食行動28)など,あ

らゆる側面で性差が減少していると指摘されて

いる。そのことを考慮すると,怒りの外向性に

性差が見られなかったという今回の結果は現代

の特徴であると考えることができる。

2。自尊感情および被受容感のバランスと怒り

表現との関連について

自尊感情と被受容感の得点分布を見たところ,

中心部に集中しており, HI, Lhが少ないことが

明らかとなった。自尊感情が高ければ被受容感

も高く(Hh),自尊感情が低ければ被受容感も低

い(LI)分布となっている。こうした全般的特徴

はあるものの,さらに怒り表現のタイプを詳細

に検討すると,以下のような可能性が示唆され

た。

(1)怒りの内向性

LI群よりMm群の方が高いという結果が得られ

た。鈴木・小川12) 15)によると,自尊感情と被受

容感が最も低いLI群は不適応的な特徴(社会的ス

キルが低い,ストレス反応が高く自分らしさの

感覚が乏しい)をもっていることが明らかとな

っており,怒りの内向性が他の組み合わせに比

べて高いことも推測できる。しかし,本研究で

は,自尊感情も被受容感も適度にもっているMm

群の方がLI群より怒りの内向性が高いという結果

が認められた。

L1群は,自分の価値を見出せず,受け入れられ

ている感覚もないため,自分に対しても,周囲

に対しても「どうでもいい」という無力感を抱

いているような状態にあると推測される。一方,

Mm群は,LI群よりも自分を大切にしようという

気持ちや,受け入れられている感覚があるので,

友人関係を維持しようとし,自分の気持ちを抑

えているような状態にあるのではないかと考え

られる。大石29)が指摘した「周囲との同質化」

に示されるように,「みんなと同じでなければな

らず,同じであったほうがいい」という意識が

働いている可能性も示唆される。怒りの内向性

が高い状態は,自分の感情を制御しすぎ,精神

的に不健康な状態を招くことも考えられる。Mm

群は,まさにこの状態にあり,どのような場面

で,どのような方法で怒りを制御するのが適切

であるのかを援助する必要があろう。

(2)怒りの外向性

ここでは有意な差が認められなかった。杉

浦・田中・山田6)は,自尊感情の低さ,孤独感

の高まりが攻撃性と関連していたと報告してい

る。一方で,自尊感情と攻撃性との間に明確な

関連は認められなかったとする報告3o)や孤独感

と攻撃との関係は示されなかったとする報告21)

もある。このように,自尊感情および被受容感

と怒りの外向性との関係については,研究結果

に一貫性が見られない。したがって,今後さら

なる検討が求められる。

(3)怒りのコントロール

怒りを誘発した状況において,感情的な振る

舞いをしないように自分を落ち着けるという怒

りのコントロールは,怒り表現の中で最も適切

な表現方法であると推測される。この点につい

て本研究では,自尊感情の高低によらず,被受

容感の高さが怒りのコントロールに関与してい

るということが示された。

被受容感と対極にあると考えられる孤独感に

ついて,その高さが引っ込み思案傾向に関係し

ていること21)自己表現に関するスキルの低さに

関係していること31)が報告されている。また,

「キレた」子どもの生育歴に関連する要因の一つ

として,友人関係における孤立があるという報

告もなされている3)。これらの先行研究を踏まえ

ると,孤独感が高ければ,自分の感情を適切に

表現することが困難になると推測される。すな

わち,被受容感が高いと感情を適切に表出する
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ことができると考えられ,本研究の結果は妥当

であると示唆される。

松村31)によれば,怒りなどの情動の調整能力

は,人とのかかわりの中で育まれることを指摘

している。しかし,泣いても放置されたり,怒

鳴り声や手荒な扱いを受けたり,人とのかかわ

りが少なかった子どもは,情動調整能力が育た

ないことも指摘している31)。そのような人とのか

かわりの中では,「受け入れられている」という

被受容感は感じられず,さらに適切な方法で怒

り感情を対処することができなくなるであろう。

つまり,良好な対人関係の中でこそ,被受容感

が感じられ,怒りをコントロールすることにつ

ながるのではないかと考えられる。

3。学校教育への提言と今後の課題

(1)学校教育への提言

以上を踏まえ,学校教育への提言を行うと,

以下のように考えられる。

まず,怒りの内向性については,自尊感情も

被受容感も適度にもっている者において高まる

傾向が認められた。自尊感情と被受容感を高め

る支援を実施する中で,怒りの内向性が高まる

可能性があることを理解する必要がある。

怒りの外向性については,自尊感情および被

受容感とは無関係であった。このことは,自尊

感情と被受容感をどれだけ高めても,怒りの外

向性には影響しないということを示唆している。

したがって,怒りを外に表出する生徒に対して

は,他のアプローチによる支援が必要であると

考えられる。

怒りのコントロールについては,自尊感情に

関係なく中程度以上の被受容感をもっているこ

とが大切だということが示唆された。本研究の

結果を踏まえると,学校現場において自尊感情

を高めるだけでなく,被受容感を高められるよ

うな支援をすることが効果的であると考えられ

る。

(2)今後の課題

本研究では中学生を調査対象としたが,怒り

表現の発達的側面について調査対象の年齢を拡

大し,より詳細な検討を行うことが必要であろ

う。

また,被受容感については,実際の学校現場

で被受容感を高めるための支援を行い,効果が

得られるのかどうか検証する必要があるだろう。

さらに,そもそも被受容感がどのように獲得さ

れるのか,また発達的変化があるのかについて

検討する必要がある。このことは,被受容感を

育成する支援方法を明らかにする上で,重要な

視点を提供するものと考えられる。加えて,被

受容感の感じ方には個人差があるのではないか

と推測される。その個人差を生じさせる要因は

何か,という点を明らかにすることで,個々の

生徒の状況を踏まえた被受容感育成のための支

援方法を見出すことが可能になろう。
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